
一
之
宮
町
文
化
祭
が
11
月
の
１
日
〜
３

日
に
開
か
れ
、
３
日
の
芸
能
祭
、
収
穫
祭

で
は
公
民
館
ホ
ー
ル
や
公
民
館
裏
に
設
営

さ
れ
た
会
場
が
来
場
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
な
ど
多
く
の
人
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
祭
は
、
こ
こ
数
年
間
行
な

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
収
穫
祭
の
復
活
を
前

提
に
、
町
内
各
種
団
体
が
連
携
し
て
取
り

組
も
う
と
、
ま
ち
協
の
ほ
か

町
内
の
関
係
者
40
人
で
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
企
画

実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
特
徴
は
、
宮
中
学

校
が
授
業
と
し
て
文
化
祭
に

参
画
す
る
こ
と
と
、
文
化
祭

を
女
川
交
流
事
業
及
び
「
体

験
の
風
を
お
こ
そ
う
」
事
業

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た

こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
宮
中
生
徒

が
企
画
か
ら
実
践
ま
で
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
て
文
化
祭

を
支
え
た
ほ
か
、
女
川
交
流

事
業
で
は
女
川
水
揚
げ
の
サ

ン
マ
を
焼
い
て
提
供
し
、

「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」

で
は
祭
り
伝
承
芸
能
の
「
水

無
の
舞
」
「
闘
鶏
楽
」
を
子

ど
も
た
ち
が
演
じ
ま
し
た
。

文
化
祭
の
作
品
展
示
に
は

水
墨
画
や
手
芸
、
絵
手
紙
な

ど
約
１
０
０
人
、
１
２
４
作

品
が
出
展
さ
れ
、
１
日
か
ら

飛
騨
位
山
交
流
館
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
に
は
芸
能
発
表
や
収
穫
祭
に
訪
れ

た
人
が
交
流
館
ま
で
足
を
運
び
、
い
つ
も

よ
り
多
く
の
人
が
展
示
品
を
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

芸
能
発
表
は
グ
ル
ー
プ
出
演
16
組
、
個

人
出
演
12
人
で
、
演
目
、
発
表
者
と
も
増

え
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
観
客
数
も
大
幅

に
増
え
て
、
例
年
の
よ
う
に
子
ど
も
の
発

表
な
ど
お
目
当
て
の
演
目
が
終
わ
る
と
席

が
空
く
こ
と
も
な
く
、
全
般
的
に
席
が
ほ

ぼ
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

今
年
は
、
保
育
園
年
長
児
が
初
参
加
し

て
会
場
を
沸
か
し
た
ほ
か
、
中
学
で
は
従

来
の
３
年
生
に
よ
る

合
唱
の
ほ
か
、
１
年

生
、
２
年
生
が
学
習

発
表
や
寸
劇
で
参
加

し
、
生
徒
会
も
女
川

町
訪
問
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
最
後

を
飾
っ
た
高
山
高
校

太
鼓
部
の
演
奏
で
最

高
に
盛
り
上
が
り
、
会
場
は
最
後
ま
で
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
裏
に
設
営
さ
れ
た
収
穫
祭
会

場
で
は
、
地
元
農
産
物
を
は
じ
め
、
だ

ん
ご
や
ミ
カ
ン
、
パ
ン
、
そ
れ
に
女
川

産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
豚
汁
や
ご
飯
、
そ
れ
に
焼
き
サ
ン
マ

や
つ
み
れ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
飲

食
用
テ
ン
ト
が
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

３
日
の
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
、
公
民
館

で
は
飛
ま
わ
り
会
に
よ
る
健
康
展
が
行
わ

れ
た
ほ
か
お
茶
席
も
設
け
ら
れ
、
宮
中
学

校
校
舎
で
は
学
習
発
表
展
示
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会
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■
展
示
会
場
も
賑
わ
う

■
芸
能
発
表
で
ホ
ー
ル
満
席
状
態
も

今
年
の
収
穫
祭
は
か
つ
て
な
い
程
の
人

で
賑
わ
っ
た
。
飲
食
関
係
が
充
実
し
て
、

サ
ン
マ
、
つ
き
た
て
の
お
餅
、
豚
汁
、
ご

は
ん
、
女
川
の
つ
み
れ
汁
は
無
料
！

地

元
野
菜
や
新
米
、
リ
ン
ゴ
、
み
か
ん
、
飲

み
物
、
だ
ん
ご
等
お
値
打
ち
販
売
だ
っ
た
。

座
席
が
相
当
数
あ
る
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は
満

席
で
、
来
場
者
は
秋
の
海
と
山
の
味
覚
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

中
学
生
が
各
ブ
ー
ス
や
会
場
に
お
手
伝

い
と
し
て
配
属
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

今
回
の
目
玉
で
あ
る
６
０
０
匹
の
サ
ン

マ
の
炭
火
焼
は
、
助
っ
人
の
中
学
生
の
活
躍

で
待
ち
時
間
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
、

女
川
ブ
ー
ス
で
は
善
意
の
募
金
が
集
ま
っ
た
。

今
年
の
収
穫
祭
は
各
ブ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ

に
活
気
が
あ
り
、
老
若
男
女
の
来
場
者
の
方
々

も
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
成

功
だ
っ
た
と
思
う
。
中
学
生
を
巻
き
込
ん
だ

こ
と
も
良
か
っ
た
。
地
元
の
人
で
企
画
・
運

営
し
、
地
元
の
人
で
賑
わ
い
、
地
元
の
人
が

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
収
穫
祭
が
、
宮
の

人
み
ん
な
が
毎
年
心
待
ち
に
す
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

（
広
報
委
員

野
添
一
幸
）

■
サ
ン
マ
や
豚
汁
な
ど
サ
ー
ビ
ス

老若男女の笑顔あふれ大成功

闘鶏楽を披露する当番頭や中学１年生

披露された「水無の舞」Ｒising・Ｓunを踊る中学生

サンマ焼きに忙しい中学生収穫祭会場で行われた餅つき

展示作品を見る来場者

最後を飾る勇壮な太鼓の演奏



中学の頃より興味を持ち、高校の時から始めた茶道。あれ

から60年、よくもまあ飽きずにやってきたものだなあと感

慨深いものがあります。お茶は一人でやっても楽しくないの

で、近くで一緒に楽しめる仲間が欲しいと、宮で茶道をやり

はじめて30数年になります。

今では、良き仲間が沢山出来ました。時には静粛に、時に

は和気あいあいと和みあい、移ろ行く四季を愛でながら楽し

んでいます。

ここ十数年、小学校のふれあいやサタディ教室へ仲間達と

お茶を教えに行っています。

最初の頃は小さい子供達にどう教えたらいいのか戸惑って

いました。参加してくれる子も少なかったけど徐々にお茶が

好きという子が増え、近頃ではうれしい悲鳴をあげています。

サタディ教室で、初めの頃、１年の女の子に肩を叩かれ

「おしっこがしたいの」と訴えられた時は「ハッ！」としま

した。そうだ休憩も入れなければ、と反省しました。子供達

に教えられ、仲間に助けられ近頃やっと余裕が持てるように

なりました。

子供達も楽しみながら真剣にやってくれ、その理解力に驚

かされます。最

近は夏に野点等も取

り入れてみました。

今年の7月、6年

の社会の授業に呼ば

れ、「お茶と武士」

というテーマで、お

茶の歴史、信長、秀

吉、利休達とお茶の

関わりを話しました。

そして風炉釜を囲ん

で大きい輪になって

その中でお茶を点て、

今までお茶をやってた子、初めての子達もみんなが真剣なま

なざしで見守り、また、いろいろ質問もしてくれました。点

てたお茶も自然体で運んでみんなでお茶を味わいました。

後の子供の感想の中で、秀吉の黄色の茶室に興味を持った

のでインターネットで調べたら、茶室も内の道具もすべて金

で作られていた、と知って秀吉っ

てなんてお金持ちだったんだろう

と驚いたとありました。

利休以前よりはじまり、500～

600年も続いている茶の湯。日本

の伝統文化を未来ある子供達に少

しでも多く伝えられる事に幸せを

感じている此頃です。

２

元
気
の
源
は
運
動
や
孫
・
ひ
孫

民
踊
で
は
指
導
者
と
し
て
貢
献

今
月
の
「
ま
ち
ょ
な
人
」
は
、
本
通
中
の

山
越
き
よ
さ
ん
（
86
）
で
す
。
私
と
し
て
は
、

学
校
の
ア
ル
バ
ム
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た

「
や
ま
び
こ
写
真
館
」
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

お
会
い
し
て
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
み
え

る
姿
は
昔
の
ま
ま
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
元
気

な
秘
訣
は
、
運
動
し
て
い
る
こ
と
、
孫
や
ひ

孫
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
の
お
か
げ
だ
、
と
の
こ

と
。
宮
診
療
所
の
看
護
師
で
あ
っ
た
と
い
う

仕
事
上
か
ら
も
健
康
や
リ
ハ
ビ
リ
の
運
動
に

関
心
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

30
年
以
上
も
前
に
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
発
足
当

初
か
ら
入
っ
て
活
動
を
続
け
ら
れ
、
今
も
毎

週
金
曜
日
に
参
加
さ
れ
て
み
え
ま
す
。
ク
ラ

ブ
は
当
初
１
０
０
名
を
超
え
て
い
た
が
、
今

は
30
人
く
ら
い
と
な
っ
て
し
ま
い
寂
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
の
源
は
長
年
に
わ
た
っ

て
の
運
動
に
あ
る
よ
う
で
す
。

山
越
さ
ん
と
い
え
ば
民
踊
で
す
が
、
こ
ち

ら
は
50
年
に
わ
た
り
続
け
て
み
え
、
全
国
大

会
に
何
度
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は

手
本
と
な
る
踊
り
な
の
で
、
間
違
い
な
く
き

ち
ん
と
踊
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
緊
張
し

た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
に
は
、
民
踊
部
門
で
伝
統
文
化

継
承
に
尽
力
し
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
岐
阜

県
よ
り
顕
彰
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今

も
同
好
会
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
、

指
導
し
た
り
し
て
み
え
ま
す
。
体
を
動
か
し
、

人
に
教
え
る
こ
と
は
頭
も
使
っ
て
健
康
に
良

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

山
越
さ
ん
は
宮
村
当
時
、
長
き
に
わ
た
り

文
化
協
会
の
中
心
と
な
っ
て
、
文
化
祭
に
も

関
わ
っ
て
み
え
ま
し
た
。
今
年
の
一
之
宮
文

化
祭
を
見
に
行
か
れ
た
感
想
と
し
て
「
久
し

ぶ
り
の
収
穫
祭
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
何
よ

り
も
中
学
生
が
参
加
し
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
、

涙
が
で
る
ほ
ど
よ
か
っ
た
。
感
動
し
た
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
孫
が
10
名
、
ひ
孫
が
12
名
み
え
る

と
い
う
こ
と
で
、
「
孫
や
ひ
孫
に
囲
ま
れ
、

世
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
、
幸
せ
一
杯

と
い
う
感
じ
で
話
を
さ
れ
る
山
越
さ
ん
、
訪

ね
た
と
き
も
、
プ
リ
ク
ラ
仕
様
の
ひ
孫
と
の

写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
に
民
踊
、
そ
し
て
「
ま
ゆ

雛
」
づ
く
り
と
、
忙
し
く
、
楽
し
く
、
元
気

に
趣
味
や
運
動
を
末
永

く
続
け
ら
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員

山
腰
）

山

越

き
よ

さ

ん

（
本
通
中
）

茶の湯と子供達

代情 悠子 さん（駅前）

茶の湯文化を子どもたちに伝えたいと

語る代情さん

いつもお元気な山越さん。下の写

真はひ孫の旺右（おうすけ）君と

子どもに教える代情さん



３

公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

生
涯
学
習
講
師
作
品
展

（
12
月
末
ま
で
）

■
12
月
の
公
民
館
定
休
日

14
日(

月)

24
日(

木)

28
日(

火)

〜

31(
木)

年
始
は
４
日
よ
り

■
12
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

７
日(

月)
14
日(

月)

21
日(

月)

28
日(

月)

〜
31(
木)

年
始
は
５
日
よ
り

世帯数 ８１２戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
185 155 340

15～

64歳
702 726 1,428

65歳

以上
338 460 798

合計 1,225 1,341 2,566

一之宮町の人口情勢

11月1日現在・単位：人

今
年
も
一
之
宮
分
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
素

敵
な
本
と
の
出
会
い
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ

★
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
：
12
月
５
日(

土)

午
後1

時
〜

場
所
：
一
之
宮
公
民
館

和
室

「
お
は
な
し
玉
手
箱
」
に
よ
る
楽
し
い
お

は
な
し
会
で
す
。

入
場
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。

★
一
之
宮
分
館

年
末
年
始
の
開
館
に
つ
い
て

年
内
は
12
月
27
日(

日)

ま
で
。
新
年
は
１

月
５
日(

火)

よ
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

★
「
煥
章
館
」
蔵
書
点
検
に
よ
る

休
館
日
の
お
知
ら
せ

高
山
市
図
書
館
「
煥
章
館
」
は
12
月
５
日

（
土
）
〜
11
日(

金)

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め

休
館
い
た
し
ま
す
。

■
今
月
の
特
集

★
女
性
作
家
の
世
界

有
川
浩
、
阿
川
佐
和
子

な
ど
女
性
作
家
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
を
集
め
ま
す
。
親
子

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

■高山市図書館
一之宮分館「おはな

し会スペシャル」のご
案内

「お話玉手箱」による楽しいクリスマスのおはなし会です。

【日時】12月5日(土)午後1時～2時
【場所】一之宮公民館 和室
【内容】絵本・紙芝居の読み聞かせ・クリスマスをテー

マにした劇・簡単な工作 ※入場無料・申込不要です

■火の元点検のご案内
消防団員等が各家庭を訪問し、消火器の安全点検を行います。

【日時】12月 6日(日)午前8時30分～
※この日は13：00より消防団秋季訓練も予定されておりま

す。12：30にサイレン吹鳴を行います。

■年末お鏡餅づくり教室参加者募集！
まち協福祉委員会では、「地域のおじいさん、おばあさんと子

どもでお鏡餅を作ってお正月を迎えよう」と、餅つきとお鏡餅作

りを計画しました。ぜひ参加してください。

【日時】12月27日(日)午前10時～12時頃
【会場】一之宮公民館
【対象】小学生、孫のいる年代の人（実

際に孫がいるかどうかは問いません）

【参加費】１人１００円
【持ち物】お鏡餅を入れる容器
【申込み】一之宮公民館（53-2424）まで
【締切】12月15日(火)

■「新成人を祝うつどい」のご案内
今年度新成人になられた方を対象に「新成人を祝うつどい」を

開催します。懐かしい仲間や恩師と素敵な時間を過ごしましょう。

【日時】平成28年1月2日(土) 午後1時30分式典開始

【会場】一之宮公民館 ホール

■新１年生対象「スキー教室」参加者募集
平成28年度の新1年生(現年長)を対象にスキー教室を開催します。

スキー学校の先生に教えていただくチャンスです！

【日時】12月30日(水)、平成28年1月7日(木)
いずれも午後1時～3時
【会場】モンデウススキー場
【講師】モンデウススキー学校
【対象者】平成28年度新小学1年生
【申込み】一之宮公民館（53-2424）
【締切】12月21日(月)
※参加費は無料ですが、リフトを使う場合は別途徴収

◆一之宮町まちづくり応援事業補助金募集◆

一之宮町まちづくり協議会では、一之宮町における地域の活

性化及び特色あるまちづくりの推進を目的に、一之宮町まちづ

くり応援事業補助金制度を設けています。

交付の対象者は、（１）町内会、班（２）ボランティア及び

ＮＰＯ団体（３）教育、芸術、文化およびスポーツ団体（４）

商業、農業及び経済団体等で、補助対象事業は地域の福祉事業、

教育文化振興事業、生活環境整備事業、スポーツ・交流事業等

です。

施行後これまで諸般の事情で実施していませんでしたが、今

年度暫定的に実施することとしました。

交付金額は補助対象経費の３分の２で上限は２０万円となっ

ていますが、今年度は申請状況によって調整します。

該当団体がありましたら、まち協事務局にて申請書類をお受

け取りのうえ、今月２５日（金）までに関係書類を提出されま

すようお知らせします。

なお、詳細についてはまち協事務局（５３－２４２４）まで

お問い合わせください。

27 25 21 19 12 9 7 6 3 日

日 木 月 土 土 木 月 日 木 曜

お
鏡
餅
づ
く
り
教
室(

公
民
館)

小
中
学
校
二
学
期
終
業
式

町
内
会
長
会
（
公
民
館
）

昭
和
歌
謡
教
室
（
公
民
館
）

モ
ン
デ
ウ
ス
ス
キ
ー
場
開
き

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ(

公
民
館)

昭
和
歌
謡
教
室
（
公
民
館
）

火
の
元
点
検
・

消
防
秋
季
訓
練

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

行

事

内

容

編
集
後
記

も
う
師
走
で
す
。
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
行
事
も
無
事
に
済
ん
で
い
く
嬉
し
さ
と
、
日
々
が

早
く
す
ん
で
い
く
の
に
驚
く
こ
の
頃
で
す
。
ま
ち
協
広
報

委
員
会
と
し
て
は
行
事
が
な
く
な
る
今
後
が
特
に
寂
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
、
何
か
情
報
が
あ
れ
ば
連
絡
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。(

山
腰
）

つ
ぶ
や
き

乗
鞍
岳
や
笠
ヶ
岳
な
ど
の
高
い
山
々
の
頂
き
に
白
い
も

の
が
降
り
始
め
、
今
年
も
師
走
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
ま
た
ひ
と
つ
年
を
重
ね
老
い
て
い
く
か
と
思
う

と
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
憶
え
ま
す
。
た
だ
寒
い
冬
を
迎
え
、

炬
燵
で
丸
く
な
っ
て
ば
か
り
で
は
人
生
が
少
し
も
っ
た
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
冬
本
番
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
を
目
指
し
元
気
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
楽
し
む
こ

と
に
し
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
来
年
が
素
晴
ら
し

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
（
髭
爺
）



４

高
山
市
平
和
サ
ミ
ッ
ト
が
10
月
30
日
に

松
井
広
島
市
長
や
田
上
長
崎
市
長
な
ど
を

迎
え
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
前
に
、
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
宮
中
３
年
生
に
よ
る
合
唱
や
平

和
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
松
井
、
田
上
両
市
長
や

國
島
市
長
な
ど
サ
ミ
ッ
ト
関
係
者
を
前
に
、

「
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
鐘
」
を
合
唱
し
、
３
年

生
の
中
か
ら
９
人
が
平
和
宣
言
を
読
み
上

げ
、
こ
の
後
「
平
和
の
絆
」
の
鉦
を
打

ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。

源
流
の
森
と
防
災
ダ
ム
観
察
会
が
10

月
31
日
に
宮
川
防
災
ダ
ム
周
辺
で
、
宮

中
学
校
全
学
年
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
、
体

験
を
通
し
て
地
域
の
環
境
へ
の
理
解
を
深

め
よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
。
講
師
は
飛

騨
森
林
管
理
署
宮
森
林
事
務
所
の
岩
倉
森

林
官
や
森
林
管
理
署
Ｏ
Ｂ
な
ど
７
人
が
務

め
ま
し
た
。

観
察
会
は
２
班
に
分
け
て
行
わ
れ
、
防

災
ダ
ム
の
説
明
や
赤
松
林
の
散
策
、
丸
太

を
切
っ
て
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

ダ
ム
で
は
、
昨
年
の
大
雨
時
の
貯
水
量

の
説
明
を
聞
き
、
改
め
て
防
災
ダ
ム
の
重

要
性
に
つ
い
て
認
識
し
ま
し
た
。

散
策
中
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
足
跡
を

確
認
し
、
そ
の
後
、
は
く
製
を
使
っ
た
身

近
な
野
生
動
物
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

ま
ち
協
健
康
福
祉
部
福
祉
委
員
会
が
主

催
す
る
「
認
知
症
講
演
会
」
が
11
月
13
日
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
八
光
苑
の
職
員

を
講
師
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
病
気
に
よ
っ
て
表
れ
る
記

憶
力
や
理
解
力
の
低
下
な
ど
の
進
行
は
介

護
の
力
で
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

本
人
に
心
理
的
不
安
を
与
え
な
い
介
護
や

家
族
や
周
り
の
人
の
関
わ
り
方
次
第
で
は

問
題
行
動
な
ど
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
話
に
、
集
ま
っ
た
30
人
の
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

10
年
後
に
は
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
１

人
が
発
症
す
る
と
推
定
さ
れ
る
認
知
症
を

理
解
し
、
そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

こ
と
で
よ
い
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
野
口
）

宮
中
駅
伝
部
男
子
チ
ー
ム
が
11
月
７
日

に
山
県
市
四
国
香
り
の
森
公
園
周
辺
道
路

で
行
わ
れ
た
第
24
回
岐
阜
県
中
学
校
駅
伝

大
会
で
見
事
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
２
区
を
走
っ
た
清
水
宝
君

が
区
間
新
で
区
間
賞
を
と
り
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
10
月
に
行
わ
れ
た
高
山
市

大
会
で
３
位
、
飛
騨
地
区
大
会
で
５
位
と

健
闘
し
、
県
大
会
で
は
市
大
会
や
地
区
大

会
で
負
け
た
チ
ー
ム
に
も
勝
っ
て
こ
の
結

果
を
出
し
た
も
の
で
す
。

勝
因
は
９
人
の
チ
ー
ム
力
で
、
裏
方
を

支
え
た
補
欠
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
な

要
素
で
し
た
。
選
手
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）
横
山
昇
太
郎
、
清
水
宝
、
役
田
陽
、

谷
口
晴
基
、
加
納
裕
太
郎
、
幅
上
翔
太
、

黒
木
健
斗
、
黒
木
太
望
人
、
内
木
元
基

東
地
区
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

東
地
区
で
は
11
月
15
日
高
山
市
昭
和
町

に
あ
る
プ
レ
イ
ビ
ー
に
て
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
久
し
振
り
の
プ
レ
ー
で
、
中
に
は
マ
イ

ボ
ー
ル
を
持
参
者
も
い
て
、
参
加
者
９
名

は
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス

発
散
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
之
宮
地
区
で
ア
ロ
マ
講
習
会

一
之
宮
地
区
で
は
11
月
11
日
に
宮
川
公

民
館
で
、
講
師
に
後
藤
さ
え
り
さ
ん
と
清

水
妙
子
さ
ん
を
招
き
「
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
講

習
会
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

日
頃
忙
し
く
、
な
か
な
か
手
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
も
で
き
な
い
中
、
参
加
者
16
名
は
お
互

い
の
手
の
ぬ
く
も
り
と
ア
ロ
マ
の
力
で
心

も
癒
さ
れ
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
（
牛
丸
）

高
山
市
議
会
が
地
域
ご
と
に
開
催
し
て

い
る
地
域
別
市
民
意
見
交
換
会
が
、
一
之

宮
町
で
は
20
日
に
一
之
宮
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
交
換
会
に
は
議
会
側
か
ら

は
６
人
の
議
員
が
、
町
内
か
ら
は
ま
ち
協

役
員
な
ど
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

交
換
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
市
内
全
地

区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
活
動
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

主
要
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
既
存

の
組
織
と
の
関
係
が
不
明
確
、
高
齢
化
の

中
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
な
ど
、
制

度
の
内
容
や
必
要
性
、
課
題
等
に
つ
い
て

意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

登
校
時
に
交
差
点
な
ど
に
立
っ
て
児
童

生
徒
の
安
全
を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
方
々

に
感
謝
の
意
を
伝
え
よ
う
と
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
感
謝
の
会
が
11
月
24
日
に

宮
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

で
は
６
年
生
の
中
薮
梨
乃
さ
ん
が
代
表
し

て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
続
い
て
６
年
生

代
表
者
か
ら
出
席
し
た
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
６
人
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
島
田
証

さ
ん
に
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。中

川
校
長
か
ら
は
「
毎
日
街
頭
に
立
た

れ
て
み
な
さ
ん
の
安
全
や
健
康
や
成
長
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
は
、
昨
年
11

月
に
発
足
し
た
「
一
之
宮
町
子
ど
も
見
守

り
隊
」
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
14
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
中
３
年
生
が
平
和
宣
言

中
学
生
が
源
流
の
森
観
察
会 関係者を前に合唱する宮中３年生

講師から説明を聞く中学生

笑顔でシクラメンを受けとる

サポーターのみなさん

認
知
症
講
演
会
を
開
催

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
感
謝

見事４位に輝いた駅伝部の９人

アロマの効用を試す参加者

女
性
委
２
地
区
が
自
主
事
業

ボウリングに参加したみなさん

宮
中
駅
伝
部
が
県
大
会
４
位

市
会
議
員
と
意
見
交
換
会


